
9月定例会の提出議案における各議員の賛否は次のとおりです。
この他の議案においては、いずれも全員一致で可決・承認・同意しました。

9月定例会の議案賛否一覧

※「○」は賛成、「●」は反対。倉田議長は採決に加わりません。
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議員定数及び報酬に関する特別委員会を設置

特別委員会の設置

第1回 特別委員会

高山市議会は、平成17年2月の市町村合併
に伴い、議員定数が定数特例で36人となるな
か、まちづくりの責任ある意思決定機関とし
て、市民の負託に応えるため議員相互の議論
を深めて合意形成を図り、わかりやすく開か
れた議会を目指すため、平成21年12月、議
会改革等に関する特別委員会を設置し、議会
のあるべき姿について議論を重ねてきまし
た。そのなかで、議会の果たすべき役割につ
いて徹底した議論を行い、平成23年の改選で
選挙区は全市一区、議員定数は24人に見直す
とともに、市民意見交換会の開催、議会広報
紙の発行、政策討論会の開催、委員会による
政策提言の実施など、さまざまな議会改革の
取り組みをすすめてきました。
市民の声を市政に反映させるため市民と情
報や課題を共有すること、行政の執行が適正
に行われるよう議会の監視機能を強化するこ
と、責任ある決定を行うため合意形成を目指
して活発な議員間討議を行うこと、市の政策
水準の向上を図るため積極的に政策提言を行
うことを強く認識し、平成23年3月、議会基
本条例を制定し、その実践のなかで必要に応
じ改善を行ってきました。
さらに、平成27年8月、議会改革の取り組
みを総合的・継続的に検証するために議会基
本条例推進協議会を設置し、議員の政治倫理、
議員定数及び報酬、議会活動の評価、広報広
聴や市民参加、議会審議のあり方など、議会
改革の更なるステージアップを目指し、今日
まで議員全員で議論を深めてまいりました。

平成31年の改選前の議会では、議員定数の
変更は行わず次期において、議会のあるべき
姿を議論するなかで議員定数及び報酬につい
ても検討するとしました。
今期の議会では、令和2年9月定例会初日に
議員定数及び報酬に関する特別委員会を設置
し、日本一広大な市域を有する高山市におけ
る議員定数はどうあるべきかを議会が調査研
究し、市民の皆様に丁寧に説明していく中で、
市民と共有できる議員定数等の考え方を示し
ていくこととしています。
とかく抽象的に捉えられている議員定数や
報酬について、市民の皆様にわかりやすく説
明していきたいと考えており、議会内での調
査研究を踏まえ、市民の皆さんの参加の中で、
市民の皆さんと共有できるそれらの「物差し」
をお示しできればと考えております。
今後のぎかいだよりで、議員定数や議員報
酬についての議論の状況など掲載し、情報を
お伝えしていくとともに市民の皆様からの、
ご意見もお寄せいただきながら進めてまいり
ます。

高山市議会ぎかいだより�第41号 7

上程議案一覧・議員発議


